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(５) 成績異議申⽴について

 　成績に異議がある学⽣は、成績開⽰⽇から５営業⽇以内に、授業担当教員に直接申し出るか、理学部学務グルー
プに申し出てください。帰省等により窓⼝に来ることができない学⽣は、キャンパス情報システム・⼤学からのお知らせに掲載
する「成績評価照会願」をダウンロードし、必要事項を記⼊の上、成績異議申⽴期間中に以下学務グループまで送付し
てください。

(６) 教員免許状取得のための履修について

①　⼤学院総合理⼯学研究科において取得可能な免許状の種類　
【理学専攻】

※　免許状取得のために必要な履修科⽬と単位については、P23「⽣命医⼯学専攻開講科⽬⼀覧」の表中に⽰してあります。

②　理学専攻の学⽣が免許状取得のために必要な単位
◆　数学

先端科学特別講義Ａ
群論と対称性
多元環論
代数的トポロジー
微分トポロジー
偏微分⽅程式論
数理現象学
確率解析学
代数学特論
幾何学特論
解析学特論
数理科学特論
先端代数学Ⅰ
先端幾何学Ⅰ
先端解析学Ⅰ
先端数理科学Ⅰ
先端代数学Ⅱ
先端幾何学Ⅱ
先端解析学Ⅱ
先端数理科学Ⅱ
代数学演習Ⅰ
幾何学演習Ⅰ
解析学演習Ⅰ
数理科学演習Ⅰ
代数学演習Ⅱ
幾何学演習Ⅱ
解析学演習Ⅱ
数理科学演習Ⅱ

教科

⽣物学ユニット
地球学ユニット
化学ユニット

物理学ユニット

取得可能な免許状の種類

物質循環学ユニット

教科分野・ユニット
数学

理科理科学分野

数学分野

⽣命⼯学分野
⽣体医⼯学分野

単位数

2
2

2
2

2
2

2
4

2

2
2

備考

2

4

理科※中学校専修免許状
⾼等学校専修免許状

中学校専修免許状
⾼等学校専修免許状

【⽣命医⼯学専攻】
分野・ユニット

授業科⽬

2
2
2

取得可能な免許状の種類

2

2
2
2

2

左記の科⽬から
24単位以上選択
必修

2

4
4
4

4
4
4
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研究テーマに関する
学外研究発表活動

研究者倫理特別講義
2単位（必修）

演習4単位（必修）
特別実験8単位（必修）

1.大学等において能動的に学び，一般教養及び専門分野の基礎学力を身に付けている人
2.健康・医療・福祉・創薬分野の基礎的あるいは応用的研究に高い意欲をもって取り組む人
3.科学技術を担う研究者あるいは高度専門職業人として社会をリードするとともに，その技術と知識を持って国際社
会に貢献する意欲を持つ人
4.科学技術の発展が社会にもたらす影響について十分に考え，社会及び自然環境に配慮したものづくりを目指す人

・健康・福祉・医療・創薬分野の研究者・技術者として科学・技術を発展させるための幅広い見識と健全な倫理観
・環境調和社会，知識基盤社会を多様に支える健康・福祉・医療・創薬分野の高度な専門知識と実践的技術力
・さまざまな課題に対処できる高い情報収集・分析能力とグローバルな情報発信能力
・深い専門知識に基づいて自らの思考や妥当性を論理的に説明できる批判的思考力
以上の能力を有する人材

『修士（医工学）』 学位授与

指導教員の決定

最終試験の合格

３０単位以上を修得

研究課題の決定

1年次

2年次
研究分野
の専門的
知識

論文発表会

学位論文提出

審査委員の決定

研究者としての
倫理観の醸成

・透明な審査体制
公開による開催

論文審査

・質の担保
早期から計画的研究指導

・質の保証

・透明な審査体制
主査１名、副査２名以上

・組織的な教育研究体制
・質の担保

複数研究分野教員に
よる補助指導

修士論文の保管
附属図書館

研究手法の修得・論文執筆
複数教員による指導

論文題目決定

学位論文作成・
論文審査

授業科目・研究指導

総合理工学研究科生命医工学専攻（生体医工学分野）
履修プロセス概念図

思考や妥
当性の説
明・批判的
思考力

科学・技術
発展の見
解・倫理観

研究・開発
能力

生体医工学特論 2単位（必修）
ほか

専門的知識・能力

情報発信
能力

情報収集・
分析能力

講義科目
(研究科共通科目及び専攻共通
科目(必修)各2単位)
(分野専門科目(必修)2単位，
分野専門科目(選択)2単位以上）

専門科目

研究科共通科目

研究進捗状況に関する
中間発表会医療倫理学・社会医工学

2単位（必修）
工学基礎，生物学基礎

生命医工学の基本的知識

基礎科目

行政・企業インターンシップ研修
2～6単位

実践教育による専門的知識

応用科目

専攻共通科目
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■山岳科学教育プログラム（理学専攻）修了要件

◇山岳科学教育プログラム講義科目群

信州大学開講科目

講義科目名

山岳科学連携講義Ⅰ

山岳科学連携講義Ⅱ

山岳科学連携講義Ⅲ

山岳科学連携講義Ⅳ

山岳科学連携講義Ⅴ

山岳科学連携講義Ⅵ

山岳科学連携演習Ⅰ

山岳科学連携演習Ⅱ

山岳科学連携演習Ⅲ

山岳科学連携演習Ⅳ

山岳科学連携演習Ⅴ

山岳科学連携演習Ⅵ

 　プログラムに参加を希望をする場合，別途申請が必要です。

また，他専攻・他大学で開講する科目を受講する際には別途手続きが必要です。詳細は学務グループへ問い合わせて

ください。

工 サスティナブル建築設計学 2 1

工 建築史学特論 2 1

人
間
圏
科
目
群

農 環境共生学特論 2 1

農 地域環境計画学特論 2 1

農 生物・食資源生産学特論 2 1

農 植物資源生産学特論Ⅰ 2 1

科目群 開講専攻等 講義科目名 単位数 1

深部地下圏微生物論 2 1

1

生
物
圏
科
目
群

理 根圏生態学 2

他
大
学
開
講
科
目

1

理 鳥類生態学 2 1

理

1

理 化学生態学 2 連携大学受講科目

理 地域環境学 2 開講専攻等 単位数

理 植物病理学 2

理 遺伝子情報学 2 理 集水域システム論 2

理 情報生理学 2 理 大気陸面相互作用論 2

理 系統発生学 2 理 堆積学特論 2

農 生産環境システム学特論Ⅰ 2 理 環境計測学 2

農 植物資源生産学特論Ⅱ 2 理 植物進化学 2

農 菌類共生科学特論 2 理 津波堆積学 2

農 緑地環境評価学特論 2 理 岩石磁気学 2

鉱物学特論 2

山岳フィールド実習B 1 理 変形構造解析論 2

農 森林生態学特論 2 理

必
　
修

4大学
共同開講

山岳科学概論A 1

地
球
圏
科
目
群

農 山地保全学特論 2

山岳科学概論B 1 理 古環境復元論 2

山岳フィールド実習A 1 理 古環境変動論 2

変成岩解析論 2

農 木材理学特論 2 理

 4. 山岳科学教育プログラム (筑波大，静岡大，山梨大との連携教育プログラム)

　平成30年度より開始される山岳科学を研究テーマとする教育プログラムです。山岳科学は山岳環境の様々な要因に
よる変化と人間の営みとの関係を総合的に探求し，山岳環境と人間生活の持続可能な関係を確立する学問領域です。山
岳環境問題を生物圏・地球圏・人間圏から捉え，実際的かつ臨床的に対処し，問題解決を成し遂げる人材を養成しま
す。連携4大学の講義及び指導を受けることができ，多様なフィールドステーションでの実習・研究活動に参加できま
す。修了時には，修士の学位に加え，修了証が授与されます。

(1)専攻の修了要件を満たし，山岳科学教育科目の「山岳科学概論 A」，「山岳科学概論 B」，「山岳フィール
ド実習 A」及び「山岳フィールド実習 B」の 4単位，並びに山岳科学に関する科目群より４単位以上（生物
圏，地球圏，人間圏から２つ以上の群を含む。）を含め，計 34 単位以上を修得すること。
　ただし，ユニット科目で修得した単位のうち，２科目４単位まで，プログラムの修了要件に含むことができ
るものとする。
(2)プログラムを履修している期間に開催される山岳科学学術集会に毎年参加し，発表を行うこと。
(3)提出された修士論文が山岳科学に関するものであると認められること。

科目群 開講専攻等 講義科目名 単位数 科目群 開講専攻等 講義科目名 単位数
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　⑥ 海外渡航届
　　　　夏休み等の海外旅⾏・海外の学会出席等、⽇本を離れる場合は、出発する⽇の２週間前までにACSUに
　　　ログインし「海外渡航届」を選択してオンライン提出してください。
　　　　※　事前に渡航先の安全性についても配慮してください。
　　　　　外務省海外安全ホームページ　https://www.anzen.mofa.go.jp/

　⑦ 忘れ物・落し物
　　　　理学部内の忘れ物や落し物は学務グループ（A棟1F）、北⽀援室（C棟2F）、南⽀援室（A棟2F）に
　　　届けられます。

(８)　学⽣関係委員会・事務部⾨

　① 学⽣関係委員会
　　　　学⽣⽣活をサポートするため、以下の委員会が組織されています。
　　　【学⽣委員会】
 　　　　・　学⽣⽣活に係ることを審議する。
 　　　　・　留学⽣が⽇本で有意義な学⽣⽣活を送ることが出来るように、奨学⾦の選考などを審議する。
　　　【教務委員会】
　　　　　 授業カリキュラム、時間割編成、成績評価等について審議する。
　　　【進路⽀援委員会】
　　　　　 就職指導の企画、就職情報の収集・提供、企業への広報等を審議し、学⽣の就職⽀援を⾏う。

　② 事務部⾨
         理学部Ａ棟１階に学務グループ、総務グループがあり、以下のとおり学⽣の皆さんに関する業務を
      担当しています。
　　　【学務グループ】
          ・　学⽣の⾝分異動（休学、復学、退学、転専攻等）の⼿続き
          ・　学業成績の管理／授業の履修⼿続き
          ・　各種証明書（修了・卒業証明書、単位修得証明書等）発⾏
          ・　教育職員免許状申請⼿続き
          ・　就職、進学等の情報の提供
          ・　講義室の利⽤申込み
          ・　学⽣への掲⽰
          ・　その他学⽣⽣活に関しての相談窓⼝
　　　【総務グループ（庶務）】
          ・　郵便物等の受領
　　　【総務グループ（会計）】
          ・　⼊学料・授業料等の取り扱い窓⼝
          ・　授業料預貯⾦⼝座⾃動振替・⾃動払込利⽤⼿続き
          ・　実験装置等の物品管理
          ・　建物の維持管理（電気、ガス、⽔道を含む。）
          ・　理学部ゴミ処理場所の管理、清掃⽤具の保管
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 Request made on (YYYY/MM/DD) 

To: The President, Shinshu University 

Year of Admission 

 

Graduate School of Science and Technology Shinshu University Department Division 

Student ID

Student Name

 
Student Name (in alphabet) 

Date of Birth YYYY/MM/DD

RRequest for Master’s Dissertation or Selected Topical Research Evaluation

In compliance with the rules and regulations of Shinshu University, Article 4, I hereby request a Master’s Dissertation or Selected Topical 

Research Evaluation to receive a Master’s Degree in                   . The dissertation title is stated below.

Title
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Shinshu University 
 

It is hereby certified that

Date of Birth  
Nationality  

having satisfied all the course requirements prescribed by the 

in the

was admitted to 
the degree of 

 
MASTER of

on

Degree Number  

President 
Shinshu University 
Matsumoto, Japan 

-55-



-56-



-57-



-58-



-59-



-60-



-61-



-62-



-63-



-64-



-65-



-66-



-67-



-68-



-69-



-70-



-71-



-72-



-73-



-74-



大学院総合理工学研究科生命医工学専攻 在学期間１年以上２年未満で修了する者の取り扱いに関する申合せ 

（平成30年3月7日 生命医工学専攻会議 決定） 

（趣旨） 

第１ この申合せは，信州大学大学院学則（平成16年４月７日信州大学学則第２号。以下「大学院学則」という。）第40条の

規定に基づき，信州大学大学院総合理工学研究科生命医工学専攻（以下「本専攻」という。）の在学期間１年以上２年未満

で修了（以下「早期修了」という。）する者の取り扱いに関し必要な事項を定める。 

（対象者） 

第２ 早期修了の対象となる者は，修了を希望する学期の終了時（３月又は９月）に在学期間が１年以上に達し，か

つ，事前審査の承認を得た後，所定の修了要件を満たした者とする。 

（事前審査） 

第３ 早期修了を希望する者は，３月に修了を希望する場合は10月10日までに，９月に修了を希望する場合は４月10日ま

でに，指導教員に申し出ることとする。 

なお，この申し出の期日は，年度により変更されることがある。 

２ 指導教員は，次の各号に掲げる書類（Ａ４版の任意の様式）を，希望者の所属するキャンパスの学生・教務委員に

提出する。 

一 学生からの申出書 

二 学生の履歴書 

研究歴を主として記載したもの。 

三 学生の単位修得状況（修得見込みを含む）及び履修計画に関する調書 

四 学生の修士論文作成状況に関する調書 

五 指導教員の推薦理由書 

この申合せの適用を受けるに値する優秀であることの理由を，学業成績に関する所見，研究課題に対

するアプローチの仕方における学生の資質と寄与の程度及び研究能力に関する所見等とともに記載した

もの。 

六 学生の業績書 

学位論文に関連した筆頭著者の原著論文１編以上に関する資料が添付されたもの。 

七 指導教員は，前各号に掲げるもののほか，必要と認める場合には，次の書類を提出できる。 

イ 学生が，他の大学院又は外国の大学院で修得した単位がある場合には当該大学院の成績証明書

ロ 修了後の進路に関する調書（博士課程への進学等）

ハ その他参考となる書類

３ 当該キャンパスの学生・教務委員は，前項の書類に基づき，当該分野における審査を行う。承認された場合は，３

月に修了を希望する場合は10月末日までに，９月に修了を希望する場合は４月末日までに，学生・教務委員長宛て

に，本専攻における審査を依頼する。 

４ 学生・教務委員長は，同委員会における審査を行ない，承認された場合は，生命医工学専攻会議に

諮り，事前審査を行う。 

５ 指導教員は，事前審査の結果を当該希望者に通知する。 

（修士学位論文の審査） 

第４ 事前審査に合格した者は，研究科及び本専攻の定める修士学位論文の審査手続きを行う。 

（その他） 

第５ この申合せの実施に関し，疑義を生じた場合は，生命医工学専攻会議の議により決定する。 

附 則 

本申し合わせは，平成30年4月1日から実施する。 

8-4 早期修了（生命医工学専攻） 
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